
３、沿革史

元号 年 月 日 できごと

9 5 28 新出小学校として開校　（男子６５人　女子１５人　計８０人）

18 5 4 加太小学校と改名する。

25 4 1 学制改革により、加太尋常小学校と改名　児童数１３７人

30 2 15 高等科を併設し、加太尋常高等小学校と改名

大正 2 7 5 閑院宮　校庭に松をお手植え（現在、給食室東側にあり）

4 3 23 講堂竣工

11 10 30 創立６０周年記念式典挙行

12 5 14 新校舎落成

16 4 1 加太国民学校と改名

22 4 1 加太小学校と改名　　

22 12 1 給食開始

23 2 25 ＰＴＡ結成式

28 4 1 幼稚園併設　同２７日に開園式

29 3 9 校歌発表会

33 7 1 和歌山市立加太小学校となる

39 3 31 大川分校休校

40 11 25 道徳教育研究会開催

41 5 28 創立９０周年記念式典挙行

41 10 12 文部省（当時）研究指定、道徳教育研究発表会開催

51 5 28 創立１００周年記念式典挙行

52 4 26 体育館完成

53 11 21 和歌山市指定理科教育研究発表会開催　　　５９年まで毎年開催する

62 3 31 大川分校廃校

3 3 9 新校舎竣工

3 12 5 特別活動研究発表会開催

4 4 5 文部省（当時）より「週５日制調査研究」の研究指定を受ける。

6 5 18 新プール竣工

9 4 8 和歌山県より「ふるさと教育」の研究指定を受ける。Ｈ９・１０年度

12 9 15 青木・鹿島共同企業体より「学校ビオトープ」寄贈、完成。

12 奈良県吉野郡川上村立川上小学校との交流が始まる。（＊）

13 3 16 近畿特別教育研究大会、本校で全学年の授業と、全校集会を公開

13 11 11 文部科学省より「豊かな体験活動」推進校としての研究指定を受ける。

大阪市西成区津守国民学校の児童１９６人を疎開児として受け入れる。１２
月にも第２次の児童を受け入れる。

明治

昭和

19 9 7

平成
12 2 21

和歌山県教育委員会より「ふるさと教育を中軸とする現職教育」に対して
教育奨励賞受賞


